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が、特定のオフィス空間に対してどの程度固定
的な行動パターンをもっているかという度合い
である。筆者はそれらを「シッター（sitter：
座る人）」、「ウォーカー（walker：歩く人）」、

「ランナー（runner：走る人）」「トラベラー
（traveler：旅する人）」の４種のモデルに分類
している。シッターが従来のオフィスワーカー
と同様に定位置（自席）を持つのに対して、ラ
ンナーは外出が多いモバイルワーカー、その中
間的なウォーカーはオフィスには居ても「席外
し」の多いプロジェクトワーク中心のプロフェ
ッショナルといったところだろうか。そして、
トラベラーは、クライアント先で働くことの多
いビジネスコンサルタントなどのように、社外
にも活動拠点をもつようなタイプである。（注1）

こうした定住度の異なるワークスタイルを支
えるためには、それぞれに適した空間・道具・
サービスの組合せによる支援環境が必要である。
例えば、定住度の高いシッターにとっては、自席
周りの機能の充実が重要だが、モバイルワーク

組織・空間の一体性の解体

「今日も会社に行く」、あるいは、「これから会
社に戻る」といった表現は日常的には使われて
いるが、よく考えるとおかしな表現である。な
ぜなら、ここでいう「会社」がほとんど「オフ
ィス」という「場所」を指しているからである。
もともと「会社」は「組織」であり場所ではな
いのだから、違和感があってもよさそうなもの
である。しかし、そうはならないということは、
我々の認識の中で組織と場所がそれだけ一体化
しているということではないだろうか。

確かに、伝統的なオフィス空間は特定の組織
（＝会社）を収容する場所であり、そこで日々働
いているのはその組織に属する者（＝社員）と
いうのが普通であった。だから、オフィスプラ
ンニングに際しても、例えば組織表の人員数と
一人あたり標準面積を掛け合わせて総所要面積
を算出するといったことが行われてきた。

しかし今、雇用の流動化やワークスタイルの
多様化に伴って、オフィスで働く人々は従来の
ような「正社員」とは限らず、オフィスの空間
構成や面積配分についても、それらが組織構造
と一致しないことも起こり始めている。今回は、
そんな組織と空間の新たな組合せについて考え
てみる。

ワークスタイルと支援ニーズの組合せ

「ネットにつながっていれば、どこでも仕事が
できる」などと言われる、今日の多様化したワー
クスタイル。それらが、オフィス空間との関係に
おいて従来と大きく異なることの一つは、空間
に対する「定住度」だろう。オフィスワーカー
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図１：ワークスタイルに応じて適正な支援環境の組合せは異なる。（注2）
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主体のランナーにとっては、あまり利用しない
オフィス内の席よりも、外出移動中の携帯機器
やサービス、そして立ち寄り拠点の機能が重要
になる（図１）。つまり、ICTに支えられたワー
クスタイルの多様化とともに、オフィス空間と
行為の関係が多様化しているということである。

多様化するオフィス利用者

ワークスタイルだけでなく、オフィスで「働く」
人々も多様化している。明確なデータは見あた
らないが、多くのオフィス内で働いている人々
の中には、そのオフィスのレジデント（住人）
以外の人員が増えていると思われる。その理由
としては、先ず移動性の高いワークスタイルが
普及することによって、より多くのレジデント
がオフィスの外に出かけていること。その一方
で、プロジェクトなどの非定型的で協働型の仕
事の増加とともに、コミュニケーションの重要
性がより高まり、外部メンバーがやって来るこ
とが考えられる。ICTの進歩と普及によって何処
でも仕事ができるようになるほど、人々は自由
に出かけていくようになり（つまりどこかを訪
れる）、またやって来るようにもなっているとい
うことである。そして、こうした傾向は、かつ
ての大企業のようにあらゆる業務と人材を自前
組織の中に抱え込むような動きが減り、企業間
の協働やアウトソーシングなどによって社外資
源を柔軟に活用しようとする戦略が拡がるにつ
れて、いっそう促進されることになる。

そうした外部からやって来るオフィスワー
カーは、概ね「メンバー（会員）」と「ビジター

（訪問者）」に大別できるだろう。ここでいうメン

バーとは、例えば同じ会社の別のオフィスから
出張してきた人などが該当する。レジデント

（住人）ではないから自席などの専用空間がある
わけではないが、オフィス内では同じ会社の社
員としてレジデント並みの自由な行動が認めら
れる立場である。一方、ビジターは社外のプロ
ジェクトメンバーなど、協働の相手ではあるが
一時的な来訪者であり、セキュリティ上も「社
内」メンバーとは区別され、オフィス内での行
動範囲も制限されることになる。もちろん、こ
うしたワーカーの他に、従来と同様の一般的な
来客（ゲスト）もある（図２）。

これらの外来オフィスワーカーは、各人にと
っての「居住地」と「訪問先」とでは異なるワー
クスタイルをとることが考えられる。例えば、
レジデントとして専用自席を持つシッター型の
マネジャーが会議のために自社の別オフィスに
出張するときには、出張先のオフィスでの立場
はメンバーであり、自分専用のスペースを持た
ないランナー型と同様の行動をとることになる
かもしれない。あるいは、ビジネスコンサルタン
トの場合では、自社のオフィスでは外出の多い
ランナー型のレジデントであっても、クライアン
トのオフィスでは期間限定の専用席やプロジェ
クトルームを持つウォーカー型のメンバーにな
ることがあるだろう。

そして、こうした多様な属性のオフィスワー
カーが組織の枠組みを越えて活動するようにな
るとき、オフィスには従来とは異なった空間の
デザインやサービスが求められるようになる。
以下では、いくつかの事例を見ながら、その方
向性を探ってみよう。

図２：今日のオフィスは多様な立場の「オフィスワーカー」が出入りし、働く場所になってきている。（注3）

（注１）詳細は以下の参考文献を参照。
１）岸本章弘／「変革を支えるワークプレイス戦略」／『ECIFFO』／vol. 35／pp. 64-70／1999.10
２）岸本章弘／『NEW WOWRKSCAPE ― 仕事を変えるオフィスのデザイン』／弘文堂／2011

（注２、３）参考文献２に掲載された図を加筆修正。



外来者のためのワークスペース

【メンバー用スペース】 今日のオフィスにお
いては、「メンバー」のための空間は比較的な
じみのあるものになってきている。一時利用の
ためのタッチダウンスペースなどと呼ばれるも
のがそれである。その構成としては、図１のラ
ンナーやウォーカーのための支援環境が該当す
る。作業空間には、ソロワークのためのデスク、
ノートP Cなどのための電源コンセント、ネット
ワークにアクセスできるLAN端子や無線LAN
インフラが必要であり、設えとしては、プライバ
シーやセキュリティの要求度に応じて、個室／
ブース／オープンといった選択肢が提供される
ことが望ましい（写真１－２）。

デスクスペースの他にはプリントステーショ
ンなどのサービスコーナーも必要だが、これら
については、レジデント用の設備がそのまま使
える。通常、メンバーはレジデントと同じセキ
ュリティエリア内で行動できるからである。た
だし、メンバーはいつもそのオフィスに居るわ
けではないので、それらのセッティングが見つ
けやすく利用しやすいような配置が望ましい

（写真３）。
【ビジター用スペース】このタイプのスペー

スの利用者は、社外のビジネスパートナーから
クライアントまで広範にわたり、来客応対レベ
ルのサービスとセキュリティチェックが必要に
なる。したがって、限定されたエリア内に、グル
ープワークからソロワークまでの用途別の作業
空間をはじめとして、ラウンジやカフェなどの
交流・休息スペースから、各種支援サービスを
提供する窓口まで、多様な空間とサービスを提
供できる施設が求められる。

例えば、企業間の連携や協働の機会が増え、
外来者の参加比率の高い会議が多くなるなら、
そうした会議はセキュリティラインの外側で開
催する方が効率的である。社内メンバーがゲー
トの外に出た方が、面倒なセキュリティチェック
に時間を費やせずに済むからだ。また、ランナー
型の外来者にとっては、会議前後の時間にも滞
在できるので、移動の合間のモバイルワーク拠
点としても利用できる（写真４－５）。滞在時間
の長いウォーカー型の外来者にとっては、一時
的に専用席や収納スペースを確保し、さまざまな
仕事と生活のニーズに応じて利用できる施設や
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写真３： エレベーターホールの前、
アトリウムを取り巻く主動線上に
配置されたプリントステーション。

写真１：ブース型のタッチダウンスペース（Genzyme社）

写真２：個室型のタッチダウンスペース

写真８：受付ロビーのドリンクコーナー（左側の
カウンター）の奥にゲスト用ワークスペースが設
置されている例。（OMX社）

写真9：ゲスト用ワークスペースの内側
はブース形式で電話やインターネット
に接続されたPCが使える。



サービスの提供も望まれるだろう（写真６－７）。
【ゲスト用スペース】このスペースに対するニー
ズは、他のスペースに比べるとあまり高くない
だろう。通常、ゲストの滞在時間は短いし、都市
に提供されている公共の通信インフラやカフェ
などの施設が支援環境としての役割を果たせる
からである。それでも、訪問先のオフィスの一画
にプライバシーに配慮した簡単なワークスペー
スがあれば、P C 画面の覗き見を気にせずにメー
ルや書類のチェックができるなど、ゲストにとっ
ては便利な環境だろう（写真8－9）。

ビジネスコミュニティのためのオフィス

これまで、多くのオフィスはそこに入居する
組織内のユーザーを念頭においてデザインされ
てきた。しかし、雇用と組織の流動化が進み、
ワークスタイルが多様化し、さらに企業組織間
の連携も複雑になってきている。一方でオンラ
インのバーチャルな連携が柔軟に進む中、他方
ではそれらが新たにオフラインのリアルな交流
を生み出してもいる。そして、組織とオフィス
の間にあった従来のような関係は曖昧になり、

新たに生まれる「組織を越えた枠組み」を支援す
ることの重要性が高まっている。

こうした状況を考慮すると、これからのオフィ
スには、特定の組織のための専用空間ではなく、
その組織を核とするビジネスコミュニティのた
めの空間としての役割が望まれるだろう。そう
した役割を果たすためには、そのコミュニティ
内で活動する広範で多様な人々の行為をニーズ
として想定し、それらに適切な空間と道具の組
合せを柔軟に提供できるような支援環境とサー
ビスの仕組みをデザインすることが求められる
だろう。
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ワークスケープ・ラボ代表
コクヨ㈱ 設計部門でオフィス等のデ
ザイン、研究部門で先進オフィス動向
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研究情報誌『ECIFFO』の編集長をつとめる。2007年
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スのデザイン」。日本オフィス学会国際動向研究部会
部会長

写真４：プロジェクトチームでの外来者比率の増加を受け、改装時にセキ
ュリティライン外側のロビー空間を広げて会議室、カフェ、ショップなど
を設置した例。（3com社）

写真６：エアラインクラブのようなビジターラウンジ。奥にデスクスペー
スが見える。（GlaxoSmithKline社）

写真５：右手奥に見えるのは以前からあった受付カウンター。手前は拡張されたロビー。

写真７：ビジターエリアの
サービスデスク。


